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Factors Affecting Burnout in Nursery Teachers
― Focusing on Knowledge of Developmental Disabilities ―
Kumiko FUKUSHIMA1, Hisayo SHIMIZU2
Abstract: In this study, we considered the impact of awareness of the knowledge of 
developmental disabilities and getting social support on the influence of nursery stressor on 
burnout. 191 nursery teachers (2 men, 188 women and 1 unknown, 20-80 years old) of this 
questionnaire survey completed the instrumental support scale, knowledge of developmental 
disability scale, scales of nursery stressor, the sense of burden scale in special needs education 
and the burnout tendency scale. The results of hierarchical multiple regression analysis showed 
that the state of imbalance in knowledge of developmental disorders instrumental support 
strengthens burnout. On the other hand, it was suggested that when both sides are high, even if 
the burden of childcare requiring special consideration is great, it can be overcome, and it 
prevents challenges and a sense of accomplishment from decreasing for childcare.















































































































































































































































































































（Table 3, Table 4）。全ての項目の因子負荷量





3  仕事に関して信頼できるアドバイスをしてくれる。 .92







2  こだわりが強く，切り替えができない。 .85








































































6  同僚に対し劣等感を抱くことが多い。 .75
4  周りと比べて自分の能力不足を感じることが多い。 .74
α係数 .81
項目 負荷量




4  発達障害をもつ （または疑わしい） 子どもの保
護者からの要望を抱えてしまう。 .68
5  発達障害をもつ （または疑わしい） 子どもに手
をとられ，他の子どもの指導が十分にできない。 .65







 8  同僚，子どもや保護者と何も話したくなくな
ることがある。 .85
 3  同僚や子ども，保護者の顔を見るのも嫌にな
ることがある。 .78
 4  自分の仕事がつまらなく思えて，仕方のない
ことがある。 .65




14  身体も気持ちも疲れ果てたと思うことがある。 .83
 6  出勤するのが嫌になって，家にいたいと思う
ことがある。 .50









 7  仕事を終えて今日は気持ちのよい日だったと
思うことがある。* .64
11 今の仕事に，心から喜びを感じることがある。* .61















































たが（R2=.23, ⊿R2=.02, F(3,184)=1.39, n.s.），続く
第３ステップにおいて決定係数の増分が有意と















** p < .01, * p < .05, † p < .10
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫
①年齢 -
②経験年数 .76** -
③平均勤務時間 -.14† -.02 -
④研修 -.26** -.12 .34** -
⑤道具的サポート -.19** -.12† -.14† .11 -
⑥知識 .26** .40** -.01 -.02 -.01 -
⑦職務自体 .05 .19** .13† .11 .07 .19** -
⑧自己能力懸念 -.26** -.28** -.05 .09 .09 -.31** .23** -
⑨特支負担感 -.16* -.16* -0.0 -.08 .02 -.20** .35** .43** -
⑩情緒的消耗感 -.38** -.30** .17* .17* -.10 -.20** .33** .48** .39** -
⑪脱人格化 -.15* -.06 .11 .09 -.10 -.08 .41** .39** .40** .59** -
⑫個人的達成感 -.24** -.32** -.01 -.03 -.05 -.40** -.10 .23** .04 .17* .24** -
Table 8　脱人格化目的変数とした階層的重回帰分析
** p < .01, * p < .05, † p < .10
β
Step1 Step2 Step3
道具的サポート -.04 -.06 -.13 *
知識 -.44 ** -42 ** -.44 **





R2 .17 ** .17 ** .20 **







道具的サポート -.07 * -.09 * -.08 *
知識 -.12 * -.12 * -.10 *
職務自体 .44 ** .45 ** .43 **
道具的サポート×知識 .01 0.00
道具的サポート×職務自体 .01 .02
知識×職務自体 -.03 † -.03
道具的サポート×知識×職務自体 -.01 *
R2 .21 ** .23 ** .25 **
⊿R2 .02 .02 *
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F i g u r e . 3  発 達 障 害 に 関 す る 知 識 ， 道 具 的 サ ポ ー ト ， 特
別 支 援 教 育 負 担 感 が 個 人 的 達 成 感 の 後 退 に 及 ぼ す 影 響  
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さ，不甲斐なさを感じてしまうかもしれない。
その結果，保育に対するやる気や情熱がそがれ
てしまい，業務をただ淡々とこなすような状態
につながってしまうのではないかと考えられ
る。一方，発達障害に関する知識が高く道具的
サポートが低い場合，職務自体のストレッサー
― 20 ―
が高いと脱人格化が高かった。発達障害に関す
る知識の高さを自覚できていても，周囲からの
サポートを欠いていると，保育業務における負
担は解消しきれず，やる気や情熱の低下を促し
てしまうのだろう。以上のように，発達障害に
関する知識と道具的サポートの一方が高くもう
一方が低いと，ストレッサーの高さがバーンア
ウトの脱人格化を高くするという関係が強まる
ことが明らかになった。どちらか一方が高いと
いうアンバランスな状態では，保育業務におけ
るストレスに対処しきれず，保育士のメンタル
ヘルスの向上にはつながらないことが示された
といえるだろう。
知識とサポートが共に高いことの影響　発達障
害に関する知識と道具的サポートが共に高い場
合に，職務自体のストレッサーが高いと脱人格
化が高いという結果が得られた。これは，保育
業務における大きい負担に高い知識とサポート
によって対処はできるものの，それは知識とサ
ポートにより業務を淡々とただこなすように
なってしまっている可能性があることを示唆し
ていると考えられる。これでは子どもや親が質
の良い保育を受けることができなくなる恐れが
あるため，注意が必要であろう。そもそも脱人
格化は，情緒的消耗感が高まり疲弊した心をそ
れ以上消耗しないために，情緒的資源の節約を
行うものである（久保，2007）。相関分析にお
いて，情緒的消耗感と脱人格化が強い正の相関
を示しており，更に両者とも，職務自体のスト
レッサー，自己能力懸念，特別支援教育負担感
のいずれとも正の相関がみられた。これは，保
育業務における種々のストレッサーにより心身
の疲弊がもたらされ，それに対する自己防衛策
としての脱人格化を引き起こすことを示してい
ると考えられる。これらより，脱人格化傾向が
みられているということは，すでに情緒的消耗
感がある程度高い状態であると考えられ，脱人
格化傾向を低減させるためには，情緒的消耗感
を低減させる必要があるだろう。
　そして，発達障害に関する知識と道具的サ
ポートが共に高い場合，特別支援教育負担感が
高いと個人的達成感の後退が低いという結果も
得られた。発達障害に関する知識が豊富にある
と思えていることに加えて，周囲からの手助け
やアドバイスを受けることができていると感じ
られているという状態では，特別な配慮を要す
る保育への負担感が大きくてもそれに対処する
だけの知識能力と環境が整っているために困難
を乗り越えることができ，やりがいや達成感を
感じることができるものと思われる。逆に保育
における負担が大きい方が，それにうまく対処
することによって得られるやりがいと達成感も
大きくなるため，精神的健康に良い影響を及ぼ
すのかもしれない。ヒューマンサービス従事者
や，バーンアウトに陥りやすいといわれている
人ほど，真面目に仕事をこなす「ひたむきさ」や，
「他人と深く関わろうとする姿勢」をもつ人が
多いといわれている（久保，2007）。このこと
からも，ヒューマンサービス従事者のひとつで
ある保育士が保育業務を行うにあたってある程
度の負荷があるのは決して悪いことではなく，
むしろ仕事へのやりがいを得るためには負荷が
必要なのではないだろうか。ただし発達障害
児・発達障害傾向児を保育する上での負担感が
大きいという状況で精神的健康を害さないため
には，保育業務における負担感や不安感を払拭
できるような経験や知識，技能を身につけ，さ
らに周囲からのサポートを得ることができてい
ると感じることが必要なのだろう。
発達障害に関する知識の向上　では，発達障害
に関する知識の高さを認識できるようになるに
は，何をすることが必要なのだろうか。相関分
析においては，保育に必要な知識や知見を得る
ために利用されたい研修の頻度と，発達障害に
関する知識の実感との間には有意な相関はみら
れなかった。このことから，現行の研修では発
達障害児保育に関する内容があまり扱われてい
ないか，あるいは，そのような内容が含まれて
いたとしても十分に身につくには至っていない
可能性があると考えられる。
　一方で年齢，保育士経験年数と発達障害に関
する知識との間には正の相関がみられた。本研
究で検討したのは発達障害に関する知識の有無
ではなく，発達障害に関する知識の程度の認識
だったことを考えると，自分に身についた知識
は，研修ではなく，その後の実践の中で得られ
る成功体験の積み重ねを通して実感できるのか
もしれない。これを裏付けるように，t検定より，
過去に発達障害児・発達障害傾向児を担任ある
いは担当した経験，および現在発達障害児・発
達障害傾向児を担任あるいは担当している人
は，発達障害に関する知識があると自覚できて
いることが示された。過去や現在に発達障害児
を担任あるいは担当することで，発達障害につ
いて改めて学ぶ機会となり，また実際に対応す
るという実践を経ることによっても，知識が身
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についていると実感できるのだろう。そして，
発達障害傾向児を担任あるいは担当すること
は，発達障害について考えるきっかけになり，
意識的に情報にアンテナを張ったり勉強をした
りすることにつながるのかもしれない。あるい
は，後から“あの子は発達障害の傾向があった
のかもしれない”と実践内容を思い返すことで，
“こういう時はこうするのが良い”といった成
功体験を想起し，知識に結びついているとも考
えられるだろう。
　したがって，発達障害に関する知識が高いと
自覚できるためには，実際の保育の中で経験し，
それを蓄積していくことが有効なのではないか
と考えられる。
今後の展望　本研究では，バーンアウトの症状
のひとつである個人的達成感の後退を防ぐ要因
を見出した。仕事における成果の急激な落ち込
みと，それにともなう有能感，達成感の低下が，
離職や強い自己否定などの行動と結びつくこと
も少なくないといわれており（久保，2007），
意義深い知見が得られたといえるだろう。ただ
し個人的達成感の後退を防ぐだけでは根本的な
解決にはならない。バーンアウトの主症状であ
る情緒的消耗感を低減するのにより効果的な要
因を探る必要があるだろう。ところが，本研究
における階層的重回帰分析の結果からは情緒的
消耗感に有意に影響を及ぼす交互作用は見いだ
せなかった。仕事量の多さや時間が足りないと
いったストレッサーがバーンアウトに影響を及
ぼす要因であることは先行研究によって明らか
にされているものの（宮下，2010），同僚や上
司から手伝ってもらったりアドバイスをもらっ
たりすることはストレス低減に有効であるとい
う可能性を示す結果は本研究では得られなかっ
た。仕事量や時間の長さをそのままに周囲の力
を借りることよりは，仕事の量そのものを減ら
して時間をつくるなど，根本的な解決がなされ
なければいけないのかもしれない。
　そして，本研究で検討したのは，発達障害に
関する知識と道具的サポートの交互作用であっ
たが，より保育者の心に働きかけるかもしれな
い情緒的側面についてのソーシャルサポートの
検討は行っていない。ソーシャルサポートを利
用することは保育士のメンタルヘルスの向上に
寄与する（上村・七木田，2006）が，どのよう
な種のソーシャルサポートがより有効なのかに
ついても検討するべきだろう。また，発達障害
に関する知識と情緒的消耗感の間に負の相関が
みられているものの，知識があると思えている
ために心身の疲弊が抑えられるのか，精神的健
康が保たれていることで自己の知識を高く評価
できるのかはわからない。発達障害に関する知
識の向上が情緒的消耗感の低減に効果をもたら
すかどうかという点については，両者の因果関
係を明らかにすることが望まれる。
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